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1H1045 高速 バ ブ リ ン グ法 に よ る亜 硝酸 ガス 測定法の 検討

岡　憲 司 （大阪府環 境 情報 セ ン タ
ー

）

　大気 中の 化 学反 応 に お い て 重 要 な 役割 を果 た して い る OH ラ ジ カル の 供給源 と して 、

大気 中の HNO
，
ガ ス の 挙動 が 注 目 され て い る 。

ス ル フ ァ ニ ル ア ミ ド／塩 酸 溶液 に 、209／
分 で バ ブ リン グ捕 集 し 、 時 間濃度 を 測 定す る方法 を検討 し、 良好 な成 果 を得 た 。

　方法　1）HNO，ガ ス 発 生 ：
LO2

本年 会 、　 p310 参照　2）HNO2ガ ス 捕集 ： バ ブ ラー
（全高

25cm × 2，5c皿 径 、 上部に 7cm 径 σ）球 部付 き、全容積 230皿D の 球部 に 7c皿 径 、 0．2m 厚
の テ フ ロ ン 板 を ア

ーチ 状 に 弛 ませ て セ ッ トし、高 速バ プ リ ン グに お け る吸 収液 の 飛 散

流出 を避 け た 。 そ の ノ ズ ル 部 を種 々 変 更 した バ ブ ラ
ー

を第 1段 に 、 ブ リテ ッ ドガ ラ ス

を用 い た そ れ を第 2 段 に 接 続 し
、 吸 収液 20ml に 20e／分 で HNOzガ ス を 1 時 間通 気 した。

3）  2 ガ ス の 干 渉 ： 発 生 させ た 蜘 2 （
‘

02 本 年会 、 p3 】0 参照）を 20a／分で バ ブ ラー
通気

す る と共 に 、並行 して le／分 で Nal ＋NaOHノ石英 ろ 紙 に 通 気 し 、暴露 NO2ガ ス 濃度を 測定
した 。　 4）分析 ： 吸収 液 は 20ml に メ ス ア ッ プ

。
　NaFNaOH ろ紙試 料 は 水 20皿 1 に 30 分

間の 超 音波抽 出→ シ リン ジ ろ過 （ミ リポ ア HAWP フ ィル ター
）。 そ の 後、 ス ル フ ァ ニ ル

ア ミ ドーNEDA 法 に よ り NO
，

’
を分析 した 。

　結果　1）バ ブラ
ー部の 検 討 ：プ リ ッ テ ッ ドガ ラ ス ノ ズ ル 、1皿 id の テ フ ロ ン 管 7 本 ま

た は 27 本の 組み 合 わせ ノ ズ ル （以 下 マ ル チ ノ ズ ル ）ま た は 3  id の テ フ ロ ン 管 1 本 の

ノ ズ ル （以 下 モ ノ ノ ズ ル ）を用 い た バ ブ ラ ーに 、 吸収 液 と し て 1制 a2CO3 溶液 （PH：11．1）
ま た は 1％NaHCO

， （PH ：8．9）を 用 い
、　O．1〜 O．　2mg／  の HblO2ガ ス を 202／分 の 流速 で パ ブ リ

ン グ捕 集 した場 合 、 い ずれ の 場 合 も高捕 集率 を示 し た。 水を吸収 液 と し た場 合の 捕集

率は 低 い 。　2）ス ル フ ァ ニ ル ア ミ ド（以 下 SA）／塩酸吸収 液 （Heland ら ，

’
01）： Na

，
CO3

溶 液 で は NOt に よ る 干 渉 が 著 しい と予 想 され る の で 、　 SA 溶 液 を 検討 した 。 0．4〜

0．5皿 g／nf （モ ノ ノ ズ ル ） ま た は 0．05 〜O．　lmg／  （マ ル チ ノ ズ ル ） の HNO，，ガ ス に 対す
る捕 集 率 と 1％ SA 溶液 の 塩 酸濃度 との 関係 を図 IA に 示 した 。

モ ノ ノ ズ ル で 2 〜 4％塩

酸溶液時 に 95％ 以 上 の 捕 集率 を示 した 。　 3川 02の 干渉 ：図 1B に 0．8〜 1．1  ／  （モ

ノ ノ ズ ル ） また は 0．7〜 O．　8mg／Ilf （マ ル チ ノ ズ ル ） の NO3ガ ス に 対 す る SA 溶液の 塩酸
濃度 と NO2捕集 率 との 関係を示 した 。 塩 酸 濃度 と明瞭な 関 係 は 認 め られ な い が 、

マ ル

チ ノ ズ ル で は 約 L2 ％ 、 モ ノ ノ ズ ル で は 約 O．4％ の ほ ぼ無視 し得 る捕 集 率を示 した の

で
、 以 下モ ノ ノ ズ ル を用 い た 。
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4）野外 測定 ；
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セ ン タ ー三 階
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結果 を 表 2 に

示 した。

表 2 大気中の 亜硝酸ガス濃度
NO2 （　 ），

1st2nd1st 一
／m
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図 1　 1％ス ルフ ァ ニ ル ア ミ ド溶液の塩酸濃度 と捕集率
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